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第10回●RELOADボタンを押すのがコワイ人へ
なにやってんだよ

！
池田健二（インプレスグループ・ラボ）

最小限のトラフィックで済む仕掛けはすでにある
WWWのHTTP2サーバーとブラウザーの間のデータ転送は

HTTPというプロトコルで、現在は「HTTP/1.0」というバー

ジョンが広く使われている。これは実にシンプルで、「GET フ

ァイル名 HTTP/1.0」と指定するとHTTPサーバーがファイル

を送ってくる。が、この仕組みだけではアクセスするたびにか

なりの量の転送が起こる。

このような無駄を省くために、「HTTP/1.0」では「GET」リ

クエストに添える形で、「If-Modified-Since:」というフィー

ルドが使える。このフィールドは、ブラウザーがローカルディ

スクに保持しているファイルのタイムスタンプなどの情報も

HTTPサーバーに渡し、HTTPサーバー側で新しくなっている

かどうかを判断してもらう機能だ。もちろん、判断してくれ

るだけでなく、必要に応じて最新のファイルを送ってくる。

つまり、必要最小限のトラフィックしか発生させない仕組み

が現在主流のブラウザーに組み込まれているのだ。

プロキシーサーバーでも大丈夫
目的のファイルがプロキシーサーバー3にキャッシュされて

おり、そのデータがそれほど古くないとプロキシーサーバーが

判断した場合は、おおもとのHTTPサーバーにアクセスせずに、

持っているデータをブラウザーに渡す。この機能により、大き

くは「インターネット全体のトラフィックを抑える」、小さく

は「すぐに渡してもらえるので自分の待ち時間も少ない」とい

った恩恵にあずかれる。

しかしここで考えるべきは「それほど古くない」という判断

をプロキシーサーバーが行なっている点だ。プロキシーサーバ

ーのディスク容量にもよるが、一般的なプロキシーサーバーの

設定でも1週間程度はキャッシュしており、1日に数回も更新

されるサイトに関してはすぐに古いデータとなってしまう。最

新の情報が欲しいのにこうした古いデータを渡されてはたまら

ない。

ただ、「なぁんだ、プロキシーサーバーはやはりウソつきなん

だ」と早合点してもらっては困る。たしかに古いデータがキャ

ッシュされている可能性もあり、ブラウザーにURLを指定し

ただけの場合は古いデータが渡される可能性が高い。しかし、

ブラウザーの「RELOAD」ボタンを押した場合は、プロキシー

サーバーに再度おおもとのサーバの内容を持ってくるように指

示する「Pragma: no-cache」という機能が使われる。再度持

ってくるように指示されたプロキシーサーバーでも、すでに説

明した「If-Modified-Since:」を使って、おおもとサーバーと

のやりとりに条件をつけ、不必要な転送は発生させないよう

に工夫されている。

RELOADはムダではない
最新の内容かどうかを確認するためにRELOADボタンを押

すことはさほど気にすることはない。もちろん最新かどうかの

判断を行うためのトラフィックは発生するが、サーバにアクセ

スしてみなければ分からないので完全なムダとは言えない。安

心してRELOADして大丈夫だ。ただし、必要もないのにむや

みに押すのはやはり他人に迷惑になる。管理者から「たぁっ！」

と怒られることをお忘れなく。

1RELOAD：一度読み込んだページをもう一度サーバーから持ってく
ること。

2HTTP：ハイパー・テキスト・トランスファー・プロトコルの略。
WWWサーバーからデータを転送するためのプロトコル。

3プロキシーサーバー：代理サーバー。特に最近では一度読み込んだ
データを再利用する「キャッシュド・プロキシー」が使われている。

内容が頻繁に更新されるサイトのトップページに「RELOAD1

してね」といった旨のメッセージが書かれているのを見たことがない
だろうか？
わざわざ「RELOADしてね」と書かれていると、「いま見えてい

るのがホントに最新か？」と疑い、RELOADボタンを押したくなる。
もちろん、データが格納されているサーバーに実際にアクセスし

てみなければ、内容が更新されているかどうかは分からない。しか
し、まったく同じデータをもう一度持ってくるのはいろいろな面で
明らかに無駄だ。電話料金やプロバイダーに支払う料金も気になる
し、ネットワーク資源の浪費にもつながるからだ。それでもアクセ
スしてみないと更新されているかどうか分からないから、仕方なく
RELOADボタンを押して損した気分になっている人も多いと思う。

最新の情報を得たいときには、遠慮なく
RELOADボタンを押そう！

ネットワーク管理者・池田の
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